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イヌと暮らせば、

愛がある、

学びがある。

進化生物学者が、愛犬と暮らして学んだこと。

本書の内容
はじめに
プロローグ 我が家のイヌたち

Ⅰ イヌは世界をどのように認識しているか
第１章 食べる、嗅ぐ
第２章 見る、聞く、味わう
Ⅱ イヌとヒトの来た道
第３章 イヌはどこから来たのか
第４章 生物の進化と人為選択
第５章 犬種の違い、個性の違い
第６章 イヌの一生
Ⅲ イヌが開く社会
第７章 どうしてイヌは可愛いのか ―愛着形成の機構
第８章 イヌを飼うことと私たちのコミュニティ
おとんから一言
社会の中のイヌ ヒト―イヌ関係再考（⻑⾕川寿一）

あとがき
参考文献

世界思想社WEBマガジン
「せかいしそう」の好評連載
「進化生物学者がイヌと暮らして学んだこと」
を書籍化！
☚連載はこちらからどうぞ

⻑⾕川眞理⼦（ハセガワマリコ）
専門は行動生態学、自然人類学。野生のチンパンジー、イ
ギリスのダマジカ、野生ヒツジ、スリランカのクジャクな
どの研究を行ってきた。現在は人間の進化と適応の研究を
行なっている。総合研究⼤学院⼤学学⻑。おもな著書に、
『科学の目 科学のこころ』、『進化とはなんだろうか』
、『生き物をめぐる４つの「なぜ」』『ダーウィンの足跡
を訪ねて』、『クジャクの雄はなぜ美しい？』、『世界は
美しくて不思議に満ちている』。
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